
AIAA ICSSC-21 Plenary-C 

「衛星を利用したアジア-太平洋地域でのブロードバンドサービス」 

 
本誌編集委員である風神裕が AIAA ICSSC-21 Plenary-C を主査。アジアの衛星通信事

業会社を代表する 6名の方々による「衛星を利用したアジア-太平洋地域でのブロード

バンドサービス」をテーマとした講演。講演後、6名の講演者と Plenary-C 議長を務め

た Eui Koh 氏(現 APSCC 会長)を交えてのパネルディスカッション。 

 

パネルディスカッション中、「どうして、アジア-太平洋地域でブロードバンドサービス

が普及しないのか」という問いがあったが、講演者からは、１）端末価格、２）双方向

サービスの不足が原因との一致した回答であった。更に、自然現象やテロリズム等の思

いがけない災害による地上ネットワークの障害回復に、衛星通信が非常に役立つとの意

見もあった。有意義な講演と活発な討論にて、Plenary-C は大成功であった。 

但し、「衛星を利用したアジア-太平洋地域でのブロードバンドサービス」まだ発展途上

であり、始ったばかりである。 

 

 
1. KT 
Dr Yoon Young-Jon, Managing Director, KT 
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Dr Yoon Young-Jon, Managing Director, KT が KoreaSat-3 を用いたブロードバンドサ

ービス事例として、韓国国内での KoreaSat ガソリンスタンドネットワークを紹介。 

 

 
9ｍのハブ局を介して 1,200 軒の韓国国内のガソリンスタンドがスター型 VSAT で繋が

れている。双方向システムであり、フォワード 256Kb、リターン 128Kb が 2.4 メートル

の小型局にて実現。  システム性能は非常に素晴らしいが、韓国国内に敷設された光ネ

ットワークとの価格競争が課題である。 

 

 

 

2. AsiaSat 
Dr Ya-hui Chiu, General Manager Operations, AsiaSat 
 
Dr Ya-hui Chiu, General Manager Operations, AsiaSat はブロードバンドサービスの

需要が高いと報告。ビデオデータの配信の為ｍインターネットユーザーがより高速で、

大容量を必要とする為。また、エンドユーザへの速やかな配信が主要な要因であること

を強調。 
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AsiaSat-3 を使用したブロードバンドサービスとして Speedcast を紹介。Speedcast は、

アジア内で、2.4 メートルの局にて、ブロードバンドサービスを提供。利用先は、教育

機関、SOHO/SME、インターネットカフェ、ホテルチェーンであり、社内網ともネット

ワーク化．また、AsiaSat-4 衛星の打ち上げ成功を披露。 
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3. JSAT 
Dr. Yutaka Nagai, Senior Executive Officer, JSAT  

 
Dr. Yutaka Nagai, Senior Executive Officer, JSAT は DVB-RCS をベースとした広帯

域超小型地上局ネットワークを紹介。JSAT-2 を用いて、日本国内にて 2.4 メートル局

にて、フォワード 30Mb、リターン 2Mb のサービスを 2002 年に発表。   

 
実証試験が2003年 2月に開始、2003年からのサービス提供を準備。利用先は、SHO/SME、

政府機関のネットワーク、映像伝送、モバイル IP サービス、災害時の障害回復。 
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4. SCC 
Dr. Hiroshi Kimura, Executive Vice President, SCC 
 

 
 
Dr. Hiroshi Kimura, Executive Vice President, SCC は、保有する 4衛星を用いた

SCC の事業戦略を紹介． 

  

 

Space Japan Review, No. 32, December 2003/January 2004 5 
 



また、IP をベースとしたブロードバンドコンテンツの配信を行う HitPos サービスネッ

トワークを紹介。HitPops にて、CATV、xDSL、モバイル、企業内 LAN の様々なシステム

に対し、ビデオ、オーディオ、ゲーム、ソフトウェアの配信が可能。また、VSAT をベ

ースとした全国的な障害回復ネットワークが望まれ、衛星が理想的であると言及。 

 

 

 

5. Binariang Satellite Systems 
Dr. Ali Ebadi, Vice President Binariang Satellite Systems 
 
 

 
 

 

Dr. Ali Ebadi, Vice President Binariang Satellite Systems は C-バンド、Ku バン

ドの衛星回線可能容量を示し、アジア-太平洋地域にて、供給過剰にあることを説明。 

 

衛星通信事業会社は衛星メーカーを選べる立場にあり、価格は買い手市場と言及。また

衛星メーカーと打ち上げロケットサービスプロバイダが多すぎると主張。MEASAT-1 と

-2 の利用がほぼ一杯の為、MEASAT-3 を発注、2年以内に打ち上げ予定。 
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6. Shin Satellite 
Dr. Nongluck Phinainitisart, President Shin Satellite 
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Dr. Nongluck Phinainitisart, President Shin Satellite は、iPStar 衛星とそのサ

ービスを紹介。 

 

 
 
通常の通信衛星では 2Gb の回線容量であるが、iPSTAR では最新技術により 45GB の容量

が可能。革新的で、特別な技術を用いた衛星にて、アジア内で、大容量双方向ブロード

バンドサービスを提供可能と確信。 
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